






学校名称 学部学科等

大
学

高知県立大学 文化学部文化学科
高知県立大学 社会福祉学部社会福祉学科
美作大学 生活科学部社会福祉学科

専
修
・
各
種
学
校
等

高知医療学院 理学療法学科
平成福祉専門学校 介護福祉学科

高知福祉専門学校 こども福祉学科
幼児教育コース

高知開成専門学校 看護学科
龍馬情報ビジネス＆フード専門
学校 会計ビジネス学科

河原外語観光・製菓専門学校　 ブライダル・ホテル科
ブライダルコース

学校名称 学部学科等

大
学

高知大学 人文社会科学部社会科学コース
美作大学 生活科学部社会福祉学科
四国学院大学 社会学部

専
修
・
各
種
学
校
等

東京環境工科専門学校 自然環境保全学科
トヨタ神戸自動車大学校 自動車整備科
大阪 ECO 動物海洋専門学校 動物＆海洋科
龍馬情報ビジネス＆フード専門
学校 公務員学科

龍馬看護ふくし専門学校 医療事務・医療秘書学科
龍馬デザイン・ビューティ専門
学校 グラフィックデザイン学科

龍馬デザイン・ビューティ専門
学校 自動車整備工学科

土佐情報経理専門学校 コンピュータ会計科
土佐情報経理専門学校 IT ビジネス科
高知福祉専門学校 こども福祉学科
高知公務員学院

事業所名 所在地 職種
高知県農業協同組合 高知 総合職
公益財団法人　四万十公社 高知 総合職
公益財団法人　四万十公社 高知 事務職及び技術職

株式会社　あぐり窪川 高知 ホテル及び温泉施設で
の業務全般

社会福祉法人明成会
障害者支援施設　オイコニア 高知 介護職員

日本郵便株式会社　四国支社 愛媛 郵便局員
株式会社　カネエイ 高知 場内作業員
自衛隊曹候補生 高知
自衛官候補生 高知

■令和３年度　窪川高校　３年生進路状況（１２月３日現在）　　本校では、地域に貢献する人材を育成するため、起業家精神（アン
トレプレナーシップ）を育成し、イベントや事業を企画、マネジメント
してポジティブに行動できる人材育成に取り組んでいきます。
　ＩＣＴ活用能力を身につけ、郷土のよさを発信し、ＳＤＧ’s などの社
会課題にチームで取り組み、協働できる勇気を育成していきます。

学力向上・進路保障
　町営塾「じゆうく。」との連携や遠隔システムを活用した補習、学習
支援員補習、大学・社会人との交流等の生徒のキャリア支援を通じて
国公立大学進学から就職まで、少人数指導と個別最適化学習による生
徒の進路実現を支援しています。

教育内容
　町からの様々な学校支援、遠隔教育システムの活用、地域との連携、
高大連携、町営塾との連携等による生徒の多様な教育の機会を提供し
ています。高大連携では、岡山大、関西大と連携して取り組んでおり、
地域の課題解決に向けた実践的な学びを進めています。

部活動の活性化
　生徒が様々な文化活動や運動に参加できるように、美術部を創造活
動全般に渡って取り組めるクリエイティ部に改編し、いろいろなスポー
ツに挑戦できる総合スポーツ同好会を新たに創設しました。また、地
域スポーツクラブとも連携して生徒の活動の場を広げています。

地域との連携
　総合的な探究の時間等の充実や「地域を頼り、貢献する」カリキュ
ラム開発を進め、地域の活性化に寄与する活動を推進しています。地
域イベントにも参加し、町内の各組織や事業所の協力を得て、地域と
ともに生徒を育成していきます。

窪川高等学校

四万十高等学校
　本校では、生徒の学力の向上と進路実現に向けて、生徒一人ひとり
に応じたきめ細かな指導に、学校全体で取り組んでいます。特に、授
業や補習を軸として、町営塾「じゆうく。」とも連携を図り、組織的に
学力向上に取り組み、将来を見据えたキャリア教育や SST（ソーシャル
スキルトレーニング）を通じて、豊かな人間性や幅広い社会性を育ん
でいます。

学力向上・進路保障
　遠隔システム等を活用した少人数指導や補習、町営塾「じゆうく。」
との連携等により、きめ細かな支援を通じて、国公立大学進学から就
職まで、生徒の進路実現を支援しています。社会に貢献しようとする
志を持って進路選択を行うことができる生徒を育成します。

教育内容
　町からの様々な支援、遠隔教育システムの活用、町営塾との連携等
により、生徒の多様な教育の機会を提供しています。キャリア教育の
推進をとおして、社会で必要とされる能力・スキルを向上させ、主体
的に取り組む態度の育成に繋げていきます。

部活動の活性化
　町や中学校と連携し、合同練習や外部講師による技術指導等により
部活動の活性化を図っています。

地域との連携
　カリキュラム開発を進め、地域貢献活動を充実させながら地域の活
性化に繋げる活動に取り組んでいます。四万十探究自然ネットワーク
や高知大学と連携して生徒の学びを深める活動をしています。連携型
中高一貫教育を発展させていくことで教育活動の充実を図り、地域を
支える人材を育成すべく中高で連携して取り組んでいます。

■令和３年度　四万十高校　３年生進路状況（１２月３日現在）

事業所名 所在地 職種
株式会社あさの 四万十町 製造スタッフ
高知県初級 高知県 教育事務
高知県警察 高知県 警察官
国家公務員 四国 事務
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一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

町税
16 億 1,392 万円

（7.8％）

議会費
1 億 1,439 万円

（0.6％）

総務費
48 億 5,431 万円

（24.0％）

民生費
52 億 5,642 万円

（26.0％）

衛生費
12 億 288 万円（5.9％）

労働費
233 万円（0.0％）

農林水産業費
14 億 8,404 万円（7.3％）

商工費
8 億 2,482 万円

（4.1％）

土木費
18 億 2,675 万円

（9.0％）

消防費
9 億 1,547 万円

（4.5％）

教育費
12 億 1,935 万円

（6.0％）

災害復旧費
3 億 5,142 万（1.7％）

公債費
21 億 9,894 万円（10.9％）

町債
21 億 2,740 万円

（10.2％）

県支出金
16 億 4,373 万円

（7.9％）

国庫支出金
39 億 1,381 万円

（18.8％）

地方交付税
70 億 6,358 万円（34.0％）

分担金および負担金・
使用料および手数料
3 億 1,631 万円（1.5％）
財産収入・繰越金・
諸収入
6 億 7,347 万円（3.2％）

寄附金
14 億 7,198 万円

（7.1％）
繰入金
12 億 8,497 万円

（6.2％）

地方譲与税・利子割交付
金・法人事業税交付金・
地方消費税交付金・環境
性能割交付金・地方特例
交付金など
6 億 9,083 万円（3.3％）

諸支出金 0 万円（0.0％）

町　民　税 5億6,882万円
固定資産税  8億4,480万円
軽自動車税  8,619万円
町たばこ税  1億1,319万円
入　湯　税     92万円

〈町税内訳〉

　まちの家計簿といわれる令和２年度の決算が監査委員による監査、ま
た、町議会決算特別委員会の審査を経て、町議会 12 月定例会で認定
されました。
　一般会計と特別会計 ( 水道事業会計を除く) を合わせた歳出総額は、
268 億 6,638 万円となっています。
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対応関連事業の実施などに
より、前年度と比べ歳入・歳出ともに大幅な増加となっています。その
ほか、家地川地域活性化拠点施設整備事業をはじめ、小鳩保育所建設
事業などを実施し、また、ふるさと支援推進事業（ふるさと納税）、移住・
定住促進、人材育成、子育て支援、高齢者対策といったソフト事業にも
取り組む一方、基金（預金）の積み増しや町債残高（借金）の圧縮など、
中・長期的な視点に立ち、本町が目指す将来像に向け、幅広い事業に
取り組みました。

 　
一般
会
計
に
お
け
る

 

　
町
民一人
あ
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金
（
年
間
）

目 的 別 町民一人あたり
議 会 費 7,020 円
総 務 費 297,902 円
民 生 費 322,579 円
衛 生 費 73,819 円
労 働 費 143 円
農 林 水 産 業 費 91,073 円
商 工 費 50,618 円
土 木 費 112,105 円
消 防 費 56,181 円
教 育 費 74,829 円
災 害 復 旧 費 21,566 円
公 債 費 134,946 円
諸 支 出 金 0 円

計 1,242,781 円
（令和 3 年 3 月 31 日現在の人口）16,295 人

令和２年度の
主要事業

● 新型コロナウイルス感染症対応関連事業
● 家地川地域活性化拠点施設整備事業
● ふるさと支援推進事業（ふるさと納税） 
● 移住・定住促進事業（住宅整備や補助金など）

● 人材育成推進事業（町営塾、ビジネスコンテストなど）

● 子育て支援事業（出産祝金など）

● 高齢者対策（在宅福祉事業、配食サービスなど）

● 町道改良および橋梁点検・耐震化事業

【 一般会計の決算状況 】
　歳入総額は 208 億円、歳出総額は 202 億 5,112
万円で、歳入歳出差引額は 5 億 4,888 万円となり、さ
らに翌年度へ繰り越すべき財源 1 億 5,370 万円を除い
た実質収支は 3 億 9,518 万円の黒字となりました。
　合併から 15 年目となった令和２年度は、歳入では、
新型コロナウイルス感染症の影響により、国庫支出金
において、特別定額給付金給付事業費補助金や新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などの
補助金などが大幅な増となったため、23 億 4,327 万
円の増額となり、寄附金でもふるさと支援寄附金で巣
ごもり需要などにより大幅に増となったため 5 億 828
万円の増額となりました。また、地方交付税において、
新たに創設された地域社会再生事業費の増や幼児教
育・保育の無償化に伴う算定などによる基準財政需要
額の増により普通交付税が増となったため、2 億 875
万円の増額となっています。歳出では、特別定額給付
金や雇用労働継続支援助成事業などの新型コロナウイ
ルス感染症対応関連事業の増により補助費などで 20
億 7,564 万円の増加となり、町道改良および橋梁点検・
耐震化事業や家地川地域活性化拠点施設整備事業、
小鳩保育所建設事業などの大型建設事業の実施により
普通建設事業費で 4 億 3,341 万円の増加となってい
ます。また、ふるさと支援寄附金の増に伴い積立金で
5 億 2,634 万円の増加となったほか、会計年度任用職
員制度の開始に伴い人件費で 3 億 1,457 万円の増加
となっています。
　この結果、前年度の決算額と比較して歳入で 33 億
5,178万円・19．2％の大幅な増加、歳出で34億1,504
万円・20．3％の大幅な増加となりました。
　また、町の預金である基金残高は、前年度末から 9
億 5,869 万円増加し123 億 3,451 万円となる一方で、
繰上償還を実施したものの町の借金である地方債残高
は前年度末から 1,016 万円増加し 185 億 7,753 万円
となっています。

詳細については、町ホームページ　
「四万十町の財政状況」コーナー　 
で公表しています。

■一般会計と特別会計の決算額
会計区分 歳入 歳出 差引収支

一般会計  (＋33 億 5,178 万円 )
208 億円

 (＋34 億 1,504 万円 ) 
202 億 5,112 万円

 ( ▲ 6,326 万円 )
5 億 4,888 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 24 億 5,629 万円 24 億 4,121 万円 1,508 万円
国 保 大 正 診 療 所 4 億 3,813 万円 4 億 3,783 万円 30 万円
国 保 十 和 診 療 所 1 億 1,397 万円 1 億 1,367 万円 30 万円
大 道 へ き 地 診 療 所 885 万円 871 万円 14 万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3 億 2,835 万円 3 億 2,452 万円 383 万円
介 護 保 険 事 業 27 億 2,544 万円 25 億 9,499 万円 1 億 3,045 万円
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 窪 川 荘 3 億 8,289 万円 3 億 6,953 万円 1,336 万円
特 別 養 護 老 人ホーム四 万 十 荘 2 億 5,447 万円 2 億 5,447 万円 0 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 2,375 万円 2,375 万円 0 万円
下 水 道 事 業 4,658 万円 4,658 万円 0 万円

全 会 計 合 計　［単純合算］  (＋34 億 5,177 万円 ) 
275 億 7,872 万円

 (＋34 億 4,604 万円 ) 
268 億 6,638 万円

 (＋573 万円 )
7 億 1,234 万円

■企業会計（公営企業）の決算額
水道事業会計 収入 支出 差引収支

収益的収支 ( 消費税抜き ) 5 億 5,763 万円 4 億 9,445 万円 6,318 万円
資本的収支 ( 消費税込み ) 1 億　 889 万円 3 億 8,111 万円 ▲ 2 億 7,222 万円

※［資本的収支］差引収支不足額は過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額で補てんしています。

※町債（地方債）は、公共施設の建設や災害復
旧事業などの財源として町が借り入れるお金
で、いわゆる町の借金です。しかし、個人の
借金とは違って、将来その返済 ( 元利償還金 )
の一部が地方交付税として国から交付される
ものが多数あります。

　左表のとおり、一般会計の町債残高は 185 億
7,753 万円ありますが、そのうち地方交付税
で交付されるものなどを除き、町が税金など
で支払う実質の負担額は41 億 8,388 万円（町
債残高の 22.5％相当額）となっています。

（注）各表の上段（　）書きは、一般会計合計並びに全会計合計の前年度からの増減額を表しています。
　　 全会計合計の前年度数値には、令和元年度をもって水道事業会計に統合した「簡易水道事業特別会計」分を含んでいます。

■町の財産
● 土　　地 ・・・・・2,416 万 6,442 ㎡ ● 有価証券 ・・・・・・・・・・・・・・・105 万円
　（うち山林 ・・・・1,412 万 8,352 ㎡） ● 出資権利 ・・・・・・・・・5 億 2,842 万円
● 建　　物 ・・・・・・・・19 万 7,859 ㎡ ● 債　　権 ・・・・・・・・・1 億 9,853 万円
● 推定立木 ・・・・・・・・67 万 7,108 ㎥ ● 物　　品（自動車など） ・・・・ 237 台
● 地 上 権 ・・・・・・・・・・・・・3,394 ㎡ ● 物　　品（美術品など） ・・・・ 743 点

歳入総額
208億円

歳出総額
【目的別】

202億5,112万円

注）歳出決算の表示方法として、「目的別 ※ 1」と「性質別 ※ 2」の
２種類がありますが、一般会計決算では「目的別」のみで表示し
ています。

 　  ※ 1 目的別 … 予 算 科 目 「 款 」の分類別
  　 ※ 2 性質別 … 地方財政状況調査による分類別

■基金（一般会計と特別会計）残高
会計 基金名 金額 会計 基金名 金額

一般
会
計

一 般 会 計 財 政 調 整 基 金 42 億 1,613 万円

一般
会
計

森 林 環 境 整 備 基 金 1 億 3,106 万円
減 債 基 金 10 億 7,730 万円 土 地 開 発 基 金 2 億 1,369 万円
施 設 な ど 整 備 基 金 15 億 1,370 万円 奨 学 金 貸 付 基 金 1 億 2,161 万円
地 域 福 祉 基 金 2 億 7,760 万円 県 証 紙 売 捌 基 金 69 万円
地 域 振 興 基 金 2,498 万円 一 般 会 計 小 計 (＋9億5,869万円)

123 億 3,451 万円ふ る さ と 創 生 基 金 1 億 3,430 万円
中山間ふるさと・水と土保全基金 2,284 万円

特
別
会
計

国 保 会 計 財 政 調 整 基 金 2 億　731 万円
ふ る さ と 支 援 基 金 23 億 3,274 万円 国保会計高額医療費貸付基金 1,058 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 振 興 基 金 683 万円 国 保 大 正 診 療 所 基 金 0 万円
新 し い 町 づ く り 基 金 3,007 万円 国 保 十 和 診 療 所 基 金 0 万円
合 併 特 例 債 ま ち づ くり 基 金 16 億 1,850 万円 介 護 会 計 財 政 調 整 基 金 1 億 7,945 万円
園 芸 作 物 価 格 安 定 基 金 8,500 万円 特別養護老人ホーム窪川荘基金 1 億 1,016 万円
過疎地域自立促進特別事業基金 3 億 728 万円 特別養護老人ホーム四万十荘基金 0 万円
防 災 ま ち づ く り 基 金 2 億 883 万円 全会計合計 (＋10億3,275万円)

128億4,201万円学 校 施 設 な ど 整 備 基 金 1,136 万円

■一般会計と特別会計の決算額
会計区分 町債残高 実質負担額 ※

一般会計 (＋1,016 万円 ) ( ▲ 1 億 4,647 万円 )
185 億 7,753 万円 41 億 8,388 万円

特
別
会
計

国 保 大 正 診 療 所 2 億 7,099 万円 2 億 729 万円
国 保 十 和 診 療 所 2,480 万円 744 万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1 億　 290 万円 5,073 万円
下 水 道 事 業 1 億 9,933 万円 9,879 万円

水 道 事 業 会 計 37 億 6,368 万円 29 億 3,764 万円

全会計合計 ( ▲ 3 億 7,733 万円 )
229 億 3,923 万円

( ▲ 3 億 9,617 万円 )
74 億 8,577 万円
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月　日
対 象 住 所 名（地区名）

会　場
午　前（9:00 ～ 12:00） 午　後（１:00 ～ 4:00）

２月14日（月） 江師・小石・芳川・西ノ川・
木屋ヶ内・下道

大正大奈路・大正中津川・
下津井

きらら大正15日（火） 打井川・上宮・弘瀬
大正北ノ川・市ノ又・烏手・
相去・大正（轟崎・つづら川）・
瀬里・希ノ川・上岡・下岡

16日（水） 大正（大正橋から南町） 申告未済者（大正地域）
17日（木） 十和川口・地吉 大道・戸川・小野・久保川

十和体育館
18日（金） 昭和 河内・大井川
21日（月） 十川・古城 広瀬・井﨑

22日（火）

里川・浦越・茅吹手・津賀・野々
川 申告未済者（十和地域）

志和 志和コミュニティ
センター

24日（木） 興津
興津出張所

※申告会場が変更されており
ます

25日（金） 檜生原・折合・南川口 寺野・秋丸・家地川・野地

役場東庁舎
1 階　多目的大ホール
2 階　多目的小ホール

※申告会場が変更されており
ます

28日（月） 日野地 ･ 上秋丸 ･ 窪川中津
川 ･ 壱斗俵 ･ 市生原 米奥・東北ノ川・作屋

３月1日（火） 中村・勝賀野・川ノ内・七里
（志和分 ･ 西ノ川 ･ 柳瀬）

七里（小野川 ･ 本在家 ･ 越
行 ･ 影山 ･ 三滝 ･ 沖代）

２日（水） 向川・数神・奈路 弘見・飯ノ川・志和峰

３日（木） 八千数・藤ノ川・親ヶ内・
本堂

黒石・与津地・平野・道徳・
土居

４日（金） 床鍋・影野・魚ノ川 奥呉地・下呉地・替坂本・六
反地

７日（月）
仁井田（神有､ 本田､ 汢ノ
川､ 浜ノ川を含む）・小向・
平串・富岡・中ノ越

根元原・東大奈路・西川角

８日（火） 口神ノ川・中神ノ川・奥神ノ
川・仕出原

大井野・宮内・根々崎・東川
角

９日（水） 高野・若井川・峰ノ上・見付 金上野

10日（木） 神ノ西・窪川・西原・若井・
天ノ川・大向 茂串町・本町・新開町

11日（金） 古市町・榊山町・東町 香月が丘
13日（日） 申告未済者（全地域）
14日（月） 北琴平町・琴平町 申告未済者（全地域）
15日（火） 申告未済者（全地域）
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構
成
さ
れ
る一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
自
治
体
の
優
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
動
画
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
同
ア

ワ
ー
ド
は
、
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に
発

信
す
る
活
動
の一助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
回
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
部
門
に

１
０
９
点
、
動
画
部
門
に
１
４
３
点
の
応

募
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
19
日
に
各
賞
が
発
表
さ
れ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
部
門
で
は
本
町
の
「
シ
マ
ン
ト
チ
ョ

ウ 

シ
ア
ワ
セ
ブ
ッ
ク
」
が
、
動
画
部
門
で

は
青
森
県
大
鰐
町
の
「
家
族
の
か
た
ち
、

大
鰐
の
く
ら
し
」
が
そ
れ
ぞ
れ
大
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
受
賞
理
由
と
し

て
は
、
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
着
目
さ

れ
、
モ
ノ
や
人
の
魅
力
を
引
き
出
す
写
真

の
美
し
さ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
が
巧
み
で
、
ペ
ー

ジ
を
開
く
ご
と
に
目
を
楽
し
ま
せ
る
リ
ズ
ム

が
素
晴
ら
し
い
な
ど
、
審
査
員
の
高
評
価

を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
々
に
本
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
受

賞
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
で
暮

ら
す
方
々
の
魅
力
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
移
住
定
住
施
策
の
励
み
と

し
て
、
よ
り一層
の
施
策
推
進
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
文
化
的
施
設
整
備
事
業
の

　
進
捗
状
況

　

現
在
は
旧
役
場
本
庁
舎
跡
地
へ
の
施
設

整
備
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
度
「
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
案
）」
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

計
画
案
の
作
成
で
は
、
関
係
機
関
や
各

種
団
体
等
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
ほ
か
、
図

書
館
・
美
術
館
の
利
用
者
、
町
内
の
学
生
・

保
護
者
、
さ
ら
に
は
町
民
の
皆
様
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

表
予
定
と
し
て
お
り
、
今
後
は
12
月
下
旬

か
ら
の
意
見
公
募
手
続
を
経
て
来
年
３
月

の
計
画
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
本
体
の
実
施
設
計
は
、
皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
も
踏
ま
え
て
基
本

設
計
か
ら
の
変
更
点
を
協
議
し
、
施
設
の

構
造
等
に
関
す
る
主
要
部
分
の
決
定
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
格

的
な
実
施
設
計
作
業
に
着
手
し
、
来
年
10

月
の
設
計
完
成
と
同
年
12
月
議
会
定
例
会

へ
の
本
体
建
設
工
事
費
の
予
算
計
上
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
中
の
開
館
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

■
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
の
推
進

　

第
２
期
四
万
十
町
立
小
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
く
小
学
校
の
統
合
時
期
を

令
和
７
年
４
月
以
降
と
す
る
方
針
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
９
月
末
か
ら
対
象
校
区
で

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
９
年
度
ま
で
の

推
計
児
童
数
も
お
示
し
た
う
え
で
、
改
め

て
統
合
の
必
要
性
等
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

説
明
会
で
は
、
統
合
の
準
備
を
進
め
よ

う
と
す
る
動
き
が
あ
る一方
、
署
名
活
動
を

含
め
存
続
を
強
く
要
望
す
る
動
き
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

適
正
配
置
計
画
は
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
環
境
を
第一に
考
え
た
計
画
で
は
あ
り
ま

す
が
、
小
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
な
役
割
も
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ

う
丁
寧
な
協
議
を
進
め
ま
す
。

■
議
員
報
酬
改
正
に
係
る

　
住
民
訴
訟
の
結
果

　

本
訴
訟
は
、
本
町
住
民
の
原
告
が
、

四
万
十
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ

び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
違
法
無
効
な
も
の
で
あ

り
、
改
正
条
例
に
基
づ
く
議
員
報
酬
の
支

払
が
違
法
な
財
務
会
計
行
為
に
当
た
る
と

主
張
し
て
、
町
長
に
対
し
、
差
額
分
の
支

払
差
止
め
を
求
め
た
住
民
訴
訟
で
す
。
な

お
原
告
は
、
令
和
元
年
12
月
10
日
付
け
で

四
万
十
町
監
査
委
員
に
住
民
監
査
請
求
を

行
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
１
月
15
日
付

け
で
却
下
の
通
知
を
受
け
た
た
め
、
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
本
訴
訟
を
提
起

し
た
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
11
月
16
日
に
高
知
地
方
裁
判

所
で
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
の
要
旨
は
、
原

告
の
請
求
の
う
ち
、
口
頭
弁
論
終
結
時
ま

で
に
さ
れ
た
議
員
報
酬
の
支
払
差
止
め
を

求
め
る
部
分
は
既
に
対
象
行
為
が
完
了
し

て
お
り
不
適
法
で
あ
る
た
め
却
下
し
、
本

件
改
正
条
例
は
適
法
に
制
定
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
原
告
の
そ
の
余
の

請
求
は
棄
却
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

本
件
改
正
条
例
は
、
四
万
十
町
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答
申
や
意
見
公

募
手
続
な
ど
所
要
の
手
続
き
を
経
て
議
案

を
上
程
し
、
議
決
を
得
た
も
の
で
し
た
の

で
、
町
側
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
判
決
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
原
告
に
よ
る
控
訴

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
判
決
は

確
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、一層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
12
月

令
和
３
年
12
月

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

四
万
十
町
議
会

定 

例 

会

行
政
報
告（
要
旨
）

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
全
国

の
緊
急
事
態
宣
言
等
も
解
除
さ
れ
、
本
県

も
直
近
約
１
か
月
は
新
規
感
染
者
は
お
ら

ず
、
警
戒
レ
ベ
ル
は
最
も
低
い
感
染
観
察

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
外
で
の
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
政
府
は

11
月
末
か
ら
外
国
人
の
入
国
を
制
限
し
感

染
拡
大
防
止
の
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
必
要
な

対
策
を
講
じ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
末
年
始
で
会
食
等

の
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
３
密
の
回
避
な
ど
、
感
染
症
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
特

に
、
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
会
食
や
旅
行
な
ど

同
居
家
族
や
日
常
的
に
接
し
て
い
る
方
以

外
と
の
接
触
を
伴
う
行
動
は
慎
重
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

次
に
、
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
の
ご
報
告
で
す
。

　

４
月
下
旬
か
ら
開
始
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
10
月
末
ま
で
に
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
へ々
の
接
種
を
も
っ
て一旦
終
了
と
し
ま

し
た
。
10
月
末
時
点
で
の
12
歳
以
上
の
方

の
２
回
目
の
接
種
率
は
８
６
．
９
％
、
65

歳
以
上
で
は
94
％
の
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

11
月
末
か
ら
は
、
新
た
に
接
種
対
象
と

な
る
12
歳
到
達
者
や
、
理
由
が
あ
り
接
種

で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
町
内
２
つ
の

医
療
機
関
で
日
時
を
限
定
し
接
種
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
、
12
月

７
日
時
点
の
厚
生
労
働
省
の
説
明
で
は
、

２
回
目
接
種
終
了
後
か
ら
８
か
月
以
上
経

過
し
た
18
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
町
で
の
３
回
目
の

接
種
時
期
は
、
当
初
優
先
接
種
し
た
医
療

従
事
者
等
を
１
月
中
旬
に
開
始
し
、
町
民

の
皆
様
に
つ
い
て
は
２
月
初
旬
か
ら
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
予
約
受
付
を
行
い
同
月
中
旬

か
ら
前
回
同
様
に
集
団
お
よ
び
個
別
接
種

会
場
で
接
種
を
進
め
る
よ
う
調
整
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
接
種
間
隔
の
前
倒
し
も

検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
確
保
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
確
認
し
た
う
え
で
、
状
況

に
応
じ
、
準
備
の
整
っ
た
医
療
機
関
等
の

接
種
か
ら
順
次
開
始
で
き
る
よ
う
、
当
初

の
予
定
と
並
行
し
て
調
整
し
て
い
ま
す
。

■
ド
ロ
ー
ン
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム
の

　
実
証
実
験

　

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
は
、
ド
ロ
ー
ン

の
運
航
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
へ
の
研
究

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
実
証
実
験
の

フ
ィ
ー
ル
ド
に
本
町
が
選
定
さ
れ
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
実
証
実
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

実
験
で
は
、
本
町
で
の
活
用
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
「
防
災
」「
物
流
」「
測

量
・
調
査
」
の
３
事
例
を
想
定
し
、
４
地

区
で
検
証
が
行
わ
れ
、「
防
災
」
で
は
、

災
害
に
よ
る
興
津
坂
の
通
行
不
能
時
を
想

定
し
、
東
又
地
区
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
興
津
地
区
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
へ
救
援

物
資
を
配
送
す
る
実
験
、「
物
流
」
で
は
、

十
和
体
育
館
か
ら
四
万
十
川
を
横
断
し
て

大
井
川
地
区
の
八
木
集
会
所
へ
生
活
用
品

を
配
送
す
る
実
験
、「
測
量・調
査
」
で
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

七
里
小
学
校
北
西
斜
面
の
測
量
調
査
の
ほ

か
、
大
正
中
津
川
地
区
の
成
川
橋
周
辺
道

路
や
山
林
の
測
量
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
実
験
で
は
、
全
事
例
で
予
想
以
上

に
ド
ロ
ー
ン
の
実
用
可
能
性
が
期
待
で
き

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
費
用
や
安
全

面
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し

て
は
、
農
林
業
や
防
災
、
教
育
な
ど
様
々

な
分
野
で
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て
ド
ロ
ー

ン
の
利
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
台
風
14
号
に
よ
る
被
害
状
況

　
９
月
17
日
に
本
町
に
接
近
し
た
台
風
14

号
で
は
、
６
時
間
降
水
量
が
観
測
史
上
最

多
の
３
０
２
ミ
リ
を
記
録
し
、
町
東
部
を

中
心
に
河
川
の
氾
濫
や
が
け
崩
れ
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
一時
は
２
集
落
が

孤
立
す
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い

に
も
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

主
な
被
害
は
、
志
和
地
区
を
中
心
に
床

上
浸
水
９
件
、
床
下
浸
水
39
件
、
水
道
管

断
裂
に
よ
る
断
水
４
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
施
設
の
被
害
は
42
件
、
作

物
被
害
は
、
東
又
と
仁
井
田
地
区
で
水
稲

が
約
50
ｈａ
、ニ
ラ
０
．５
ｈａ
、シ
ョ
ウ
ガ
１
．

７
３
ｈａ
の
冠
水
被
害
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

復
旧
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
畦
畔
の
流

出
な
ど
農
地
の
被
害
は
35
か
所
、
水
路
な

ど
農
業
用
土
木
施
設
の
被
害
は
63
か
所
で

総
額
２
億
７
４
０
０
万
円
、
河
川
や
道
路

の
公
共
土
木
災
害
は
１
２
４
か
所
で
総
額

３
億
９
７
０
０
万
円
の
復
旧
事
業
費
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

　
２
０
２
１
大
賞
受
賞

　

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
は
、
全

国
の
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
等
で

シマントチョウ シアワセブック
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工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期
令和 3 年度　町道防災　第 1 号 
町道一本松小室線防災対策工事 興津 ㈱はまさき 3,289,000 11/4 11/11 ～ 3/18

令和 3 年度　予防　第 3‒10 号 
志和地区　がけくずれ住家防災対策工事 志和 ㈲山一建設 6,501,600 11/4 11/11 ～ 3/11

令和 3 年度　道メ補　第 1‒2‒8 号 
成川 1 号橋　橋梁修繕設計委託業務 打井川 ㈱第一コンサルタンツ 8,668,000 11/4 11/11 ～ 3/31

令和 3 年度　道メ補　第 1‒2‒9 号 
下津井 5 号線 2 号橋　橋梁修繕設計委託業務 下津井 構営技術コンサルタント㈱ 4,180,000 11/4 11/11 ～ 3/31

令和 3 年度　道メ補　第 1‒2‒10 号 
カゲヒラ橋　橋梁修繕設計委託業務 上岡 ㈲高南技術コンサルタント 6,710,000 11/4 11/11 ～ 3/31

令和 3 年度　3 災　第 118 号 
町道田野々江師線　道路災害復旧工事 江師 ㈲郷田組 8,294,000 11/18 11/25 ～ 3/15

令和 3 年度　道メ補　第 1‒1‒13 号 
重木橋　橋梁修繕工事 弘瀬 ㈲大和建設 3,223,000 11/18 11/25 ～2/28

令和 3 年度　道メ補　第 1‒1‒14 号 
筋橋　橋梁修繕工事 大正中津川 ㈱井原組 9,449,000 11/18 11/25 ～2/28

令和 3 年度　農耕　第 3 号 
南川口地区農地整備工事 南川口 ㈲山崎建設 7,213,800 11/18 11/25 ～2/18

令和 3 年度　道メ補　第 1‒1‒10 号 
日乃出橋橋梁修繕工事 榊山町 ㈲三浦建設 45,115,400 11/25 議決日翌日～ 3/31

令和 3 年度　防安金　第 1‒014‒1 号 
町道広瀬線舗装工事 広瀬 ㈲竹村綜合建設 8,030,000 11/25 12/2 ～2/28

令和 3 年度　四万十町立小学校　遊具改修工事
（十和地区） 四万十町内 ㈲岡田建設 3,019,500 11/25 12/2 ～ 3/18

令和 3 年度　移住定住促進用 中間管理住宅 改修
工事（高野） 高野 ㈲牧野建築 11,000,000 11/25 12/2 ～ 3/25

令和 3 年度　移住定住促進用 中間管理住宅 改修
工事（川ノ内） 川ノ内 ㈲牧野建築 12,870,000 11/25 12/2 ～ 3/25

令和 3 年度　四万十町立小学校　遊具改修工事
（窪川地区） 四万十町内 ㈲三浦建設 5,381,200 11/25 12/2 ～ 3/18

令和 3 年度　移住定住促進用 中間管理住宅 改修
工事（大正大奈路） 大正大奈路 ㈲郷田組 16,170,000 11/25 12/2 ～ 3/25

令和 3 年度　移住定住促進用 中間管理住宅 改修
工事（大正中津川） 大正中津川 ㈱井原組 13,376,000 11/25 12/2 ～ 3/25

令和 3 年度　四万十町立小学校　遊具改修工事
（大正地区） 四万十町内 ㈱田邊建設 3,091,000 11/25 12/2 ～ 3/18

令和３年度　入　札　結　果　（令和３年１１月実施分）

※予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税および地方消費税込みの金額。
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健 康 広 場

名　称 日　付 時間 場　所 お問い合わせ

肺がん、胃がん、
大腸がん、乳がん、
子宮頸がん検診

2/20（日）

申込時に調整

〈高知市〉
総合保健協会中央健診センター

高知県総合保健協会
へ電話でお申し込み

ください。

((

088-831-4351

2/23（水・祝） 〈南国市〉保健福祉センター

2/26（土）
〈宿毛市〉

総合保健協会幡多健診センター

2/27（日）
〈高知市〉

総合保健協会中央健診センター

3/6（日）
〈高知市〉

総合保健協会中央健診センター

四万十町通信一令和 4年 1月号17



健 康 広 場

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談
1/12（水）

13:30 ～16:00
窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115

2/2（水）

4ヵ月・7か月健診 1/19（水） 対象者に個別通知

1歳 6か月児健診 1/26（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談
1/18（火）

9:30 ～11:30
大正地域子育て支援センター 大正　町民生活課((

27-0112

2/17（木） 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

医
　
冬
の
寒
い
日
は
、
ト
イ
レ
が
近
く
な
り
が
ち
で
す
。

１
日
８
回
以
上
、
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
が
あ
る
場

合
に
、
頻
尿(

ひ
ん
に
ょ
う)

と
診
断
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
気
温
が
下
が
っ
て
尿
量
が
増
え
る
。

あ
る
い
は
、
大
事
な
出
来
事
の
前
の
メ
ン
タ
ル
に
か

か
わ
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
頻
尿
に

は
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
の

尿
意
切
迫
感
を
伴
う
『
過
活
動
膀
胱
』
は
、
病
気

の
ひ
と
つ
。

　
過
活
動
膀
胱
は
、
本
人
の
意
志
に
反
し
て
勝
手

に
膀
胱
が
収
縮
し
て
し
ま
う
病
気
で
、
神
経
性
の

病
気
が
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は

原
因
不
明
で
す
。
ご
本
人
は
ツ
ラ
イ
症
状
を
抱
え

な
が
ら
も
、
そ
れ
が
病
気
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て

い
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
機

関
の
治
療
薬
で
改
善
可
能
で
す
。
ま
た
、
別
の
病

気
も
潜
む
こ
と
が
あ
る
だ
け
に
、
症
状
が
続
く
よ

う
な
ら
ば
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

健
康
な
方
で
は
、
頻
尿
は
、
気
温
の
変
化
に
あ

わ
せ
た
自
然
な
反
応
で
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
原

因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
健
康
な
方
で
、
寒
い
と
ト

イ
レ
が
近
く
な
る
原
因
は
3
つ
あ
る
と
言
い
ま
す
。

1
、
寒
い
と
、
汗
や
水
蒸
気
と
な
って
体
か
ら
出
て

行
く
水
分
が
減
り
、
体
の
水
分
が
多
く
な
り

す
ぎ
る
か
ら
。

2
、
手
足
な
ど
体
の
末
端
の
血
管
が
縮
む
の
で
、

体
の
中
心
の
血
液
量
が
増
え
て
、
そ
れ
を
減

ら
そ
う
と
し
て
、
尿
の
量
が
増
え
る
か
ら
。

3
、
寒
さ
が
刺
激
と
な
っ
て
、
尿
を
出
そ
う
と
す

る
交
感
神
経
の
働
き
が
強
く
な
る
か
ら
。

　
と
く
に
、
冷
え
性
、
運
動
不
足
、
妊
娠
中
や
、

強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、

お
茶
な
ど
カ
フ
ェ
イ
ン
入
り
飲
料
や
ビ
ー
ル
な
ど
お

酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
人
に
強
い
傾
向
で
す
。

ま
た
、
利
尿
作
用
の
強
い
医
薬
品
を
服
用
し
て
い

た
り
、
更
年
期
障
害
、
前
立
腺
肥
大
、
膀
胱
炎
や

尿
道
炎
な
ど
細
菌
感
染
症
に
か
か
って
い
た
り
、
糖

尿
病
の
方
は
、
頻
尿
が
症
状
の
ひ
と
つ
と
し
て
現
れ

ま
す
。

　
先
月
お
伝
え
し
た
「
骨
盤
底
筋
を
鍛
え
る
肛
門

締
め
運
動
」
で
尿
道
括
約
筋(

か
つ
や
く
き
ん)

を
鍛
え
る
こ
と
は
、
頻
尿
の
予
防
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
体
の
中
か
ら
温
め
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
少
し
早
歩
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
筋
肉
を

使
っ
た
適
度
な
運
動
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
体
を

温
め
る
生
姜
な
ど
の
素
材
を
使
っ
た
温
か
い
食
事
を

摂
り
、
ゆ
っ
く
り
入
浴
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
過
度

な
ダ
イ
エッ
ト
を
避
け
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
、
ぐ
っ

す
り
睡
眠
を
取
る
の
も
大
切
で
す
。
頻
尿
の
原
因

と
な
る
病
気
が
気
に
な
る
方
は
早
め
に
受
診
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

筒
井
崇
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

気
温
と
ト
イ
レ
の
お
は
な
し

寒
い
と
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
？

健 康 広 場

子育て通信
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▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

1/15（土） 岩本商店 ((

22-2716

1/16（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

1/22（土） 宮脇水道 ((

22-1581

1/23（日） 高橋設備 ((

22-0662

1/29（土） 桑原水道 ((

22-1163

１/30（日） 横山水道設備 ((

22-3608

2/5（土） 岩本商店 ((

22-2716

2/6（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

2/11（金） 宮脇水道 ((

22-1581

2/12（土） 高橋設備 ((

22-0662

2/13（日） 桑原水道 ((

22-1163

1/16（日） 大西病院 ((

22-1191

1/23（日）

くぼかわ病院 ((

22-1111

1/30（日）

2/6（日）

2/11（金）

2/13（日）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

1日行政相談【窪川】 2/8（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111

1日行政相談【大正】 2/10（木） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正　地域振興課((

27-0111

1日行政相談【十和】 2/10（木） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興局((

28-5111

1日行政相談【窪川】 3/8（火） 10:00～15:00
農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

今月の納期 

納期 内容 お問い合わせ先

1/31
（月）

国民健康保険税
（７期）

税務課((

22-3116

介護保険料（７期） 高齢者支援課((

22-3900

後期高齢者医療
保険料（７期）

町民課((

22-3117

Information Information

　行政事務などを補助していただける方、定型的業務を行っていただける方などを名簿に登録しておき、必要な業務に応じて任用させていた
だくものです。今回の募集については、令和４年度の会計年度任用職員登録をするために行うものです。
　登録をご希望の方は、下記によって申し込みをしてください。
　なお、この登録については、任用をお約束するものではありませんので、ご了承ください。

職　種 年　齢 時給 業務内容 ･ 要件など 採用 ･ 登録の別
一般事務
①学校事務補助員
②十和学校給食センター
　事務補助員

おおむね
18 歳～
55 歳

898 円～ 925 円
７時間 : 月 21 日

●簡単なパソコン（ワード ･ エクセル）操作ができる者
●②については、給食配送補助業務あり
●②については、８月は１０日間勤務
●普通自動車運転免許取得者

①採用：若干名
②採用：1 名

図書館・美術館運営補助員 898 円～ 925 円
7 時間 : 月 21 日

●簡単なパソコン（ワード・エクセル）操作ができる者
●図書館・美術館業務のほか、絵本の読み聞かせ、ケーブルテレビの出

演や勉強会への参加もあります。勤務時間は変則的です。土・日の勤
務可能で、図書館活動に意欲的な方

●普通自動車運転免許取得者

採用：1 名

①保育士　②保育教諭
（パート含む）

952 円～ 1,201 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●①保育士免許取得者
●②保育士および幼稚園教諭免許取得者 登録：１年間

保育士補助員・保育教諭補助員
（パート含む）

898 円～ 925 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●保育業務において保育者を補助し、児童の成長過程に携わる意欲のあ

る者 登録：１年間

子育て支援員（パート含む）
898 円～ 1,119 円

7 時間～ 7 時間 45 分
月 21 日

●保育業務において保育者を補助し、児童の成長過程に携わる意欲のあ
る者で子育て支援員の資格を有する者 登録：１年間

①保育所・認定こども園調理員
②子育て支援センター調理員

（パート含む）

898 円～ 1,119 円
7 時間～ 7 時間 45 分

月 21 日
●調理師免許取得者または、調理業務等において一定の経験を有する者 登録：１年間

特別支援教育支援員 898 円～ 1,119 円
７時間 : 月 21 日

●発達障害の児童生徒に対する学習支援、学習活動・教室間移動などに
おける介助、学校行事における介助など 登録：１年間

教員業務支援員 898 円～ 925 円
７時間 : 月 21 日

●学習プリントなどの準備や採点業務や来客・電話対応、新型コロナウ
イルス感染症対策の消毒作業など 採用：若干名

学校校務員 898 円～ 925 円
７時間 : 月 21 日 ●学校美化 ･ 給食配膳業務、学校運営関連雑務など 採用：若干名

ＩＣＴサポーター 898 円～ 1,119 円
７時間 : 月 21 日

●学校の情報通信機器使用に関するサポート業務
●パソコンやネットワークについて知識があり、教職員・児童生徒とコミュ

ニケーションがとれる者
●普通自動車運転免許取得者

採用：1 名

放課後等学習支援員

制限なし

1,201 円 ●放課後の補充学習の指導補助、児童生徒への個別指導や宿題の点検
補助など（１日２時間程度の変則勤務） 登録：１年間

スクールソーシャルワーカー 1,201 円～ 1,287 円
７時間 : 月 16 日

●小中学校や保育所など、家庭を訪問し、家庭環境・発達・不登校など
の課題を抱える児童生徒やその保護者に関わり、家庭・学校・専門的
関係機関などとのつなぎを行う。

●支援を要する就学前児童について、保育所などと小学校との情報共有・
引継ぎを行う。

●社会福祉士や精神保健福祉士などの資格を有する者、または、教育と
福祉に関する専門的な知識を有し、教員や福祉分野などにおいて活動
経験実績のある者

●普通自動車運転免許取得者

採用：１名

臨時登録運転手 20 歳～
65 歳 1,119 円～ 1,298 円 ●大型免許または中型免許（８ｔ限定なし）の免許を所有する 65 歳まで

の健康な方 登録：1 年間

  勤務日数・勤務時間　●勤務の日数・時間帯については、職種によって異なります。その他、任命権者が定める時間となります。　　
  給料・報酬　●職種によって、給料額・報酬額（月額、日額、時間額）が異なります。
  手 当　●期末手当：支給基準日に在籍している方に対して、勤務期間に応じた手当を支給します。（支給の対象とならない職種が一部あります）
　　　　●通勤手当（費用弁償）：一定の距離以上の通勤を対象として、支給します。
　　　　●その他、時間外勤務手当など：職務内容・勤務時間により、対象となる手当を支給します。
　　　　   ＊報酬の対象となる職種については、時間外手当などは、報酬に加算して支給します。
  申込方法　

　　　　　　＊履歴書の職歴については、本町での職歴（旧町村の職歴を含む）を、特に詳細に記載ください。
  受付期間　１月１１日（火）～２８日（金）【土・日・祝日などの閉庁日を除きます】（２月１日以降も随時申し込むことができます）
  受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分まで（正午から午後１時までの時間を除く）
  面接日時　令和４年２月中旬を予定（該当者へは別途通知します）
  登録名簿の有効期間　令和４年４月１日～令和５年３月３１日
  任用期間　令和４年４月１日～令和５年３月３１日までのうち、任用が必要な期間（最長１年間）

■提出・お問い合わせ先　四万十町教育委員会　

((

２２-2594　大正　町民生活課　

((

２７-０１１２　十和　町民生活課　

((

２８-5112

四万十町教育委員会
令和4年度会計年度任用職員を募集します

●募集および登録する職種など

募 集

教育委員会、大正・十和各地域振興局町民生活課に備え付けの申込書・履歴書に必要事項を記入し、資格などを必要とする職種に
ついては、資格などを確認できる免許などの写しを添付のうえ提出してください。運転免許取得者は、その写しも添付してください。

四万十町通信一令和 4年 1月号 四万十町通信一令和 4年 1月号21 20



まちの情報広場
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

Information Information

　この募集は、障がい者の雇用の促進などに関する法律の趣旨に基づき、四万十町内に居住する身体障がい者、知的障がい者、精神障がい
者を対象に実施します。
　登録をご希望の方は、下記によって申し込みをしてください。
　なお、この登録については、任用をお約束するものではありませんので、ご了承ください。

●募集および登録する職種など
職　種 年　齢 時給 業務内容 ･ 要件など 採用

学校校務員 おおむね 18 歳～ 55 歳 898 円～ 925 円
７時間 : 月 21 日 ・学校美化 ･ 給食配膳業務、学校運営関連雑務など 採用：若干名

注：配属場所により、上記の勤務時間と異なる場合、土日祝日の勤務があることがあります。

　応募資格

　昭和 42 年 4 月 2 日から平成 16 年 4 月１日までに生れ、次のいずれにも該当する方
① 四万十町内に住所を有している方（就学または職業訓練施設などに入るため、一時的に町外に居住している方を含む）
② 身体障害者手帳の交付を受けている方、公的機関において知的障がい者であると判定された方、または精神障害者保健福祉手帳の交付を

受けている方
③ 自力により通勤でき、かつ、介護者なしに通常の職務遂行が可能な方

なお、 次のいずれかに該当する人は、受験することができません。
① 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人
② 本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から 2 年を経過しない人
③ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、

またはこれに加入した人

　任用期間　　令和４年度中に任用が必要な期間（最長１年間）

　応募手続

(1) 受付期間
令和４年１月１１日（火）から１月２８日（金）まで（土曜日、日曜日および祝日を除く）の午前８時３０分から午後５時１５分まで（正午から午後 1
時までの時間を除く）の間、四万十町教育委員会、大正地域振興局町民生活課および十和地域振興局町民生活課で受け付けします。
　　郵送による申込みは、令和４年１月２８日（金）までに必着のこと。
(2) 応募用紙の請求など
　四万十町教育委員会、大正地域振興局町民生活課および十和地域振興局町民生活課で交付します。
　郵便による請求の場合は、宛先を明記した返信用封筒（長形 3 号、92 円切手貼付）を同封の上、封筒の表に「応募用紙請求」と記載して、
四万十町教育委員会人事担当あてに請求してください。
　四万十町のホームページにも掲載していますので、ご利用ください。
(3) 応募方法
　募集申込書に次の書類を添えて提出してください。
　郵送する場合は簡易書留とし、封筒の表に「会計年度任用職員応募」と朱書きしてください。
ア　履歴書（所定の用紙に自筆、写真を貼付したもの）　１部
イ　障がい者手帳などの写し　１部

　選考方法　　選考は書類または面接とし、面接日などについては追って連絡します。

　任用時期など　　雇用は、令和４年４月１日以降とします。

　処遇など　　給与などの勤務条件については、四万十町の条例などに基づくものとします。

　その他

　応募書類は返却しませんので、あらかじめご了承ください。なお、いただいた情報は、選考以外の目的には一切使用しません。

■提出・お問い合わせ先
　四万十町教育委員会
　〒786-8501　高知県高岡郡四万十町琴平町 16-17　

((

０880-22-2594

募 集 四万十町教育委員会
令和４年度会計年度任用職員登録者を募集します

障がい者対象

募

募

募

町営住宅入居者募集

四万十町人権尊重のまちづく
り条例（案）に関する意見募集

指定管理者募集

▼募集戸数：7 戸

▼募集住宅
大正城山ハイツ、小野団地、昭和
第５団地、十川鍋谷団地、コーポし
まんと２号棟、大正西本町団地、金
上野団地

▼申込受付期限　１月28日（金）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・
所得を証明する書類

▼その他
①申し込みは１回の募集において１

世帯につき１通に限ります。
②入居資格、申込み方法などにつ

いては建設課までお問い合わせ
ください。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、
興津出張所

■お問い合わせ先
　建設課　

((

２２-3120

　四万十町では、すべての人の人権
が尊重され、だれもが能力や個性を発
揮して生き生きと暮らすことができる
まちを目指し、四万十町人権条例検討
委員会を設置し、条例案を検討してき
ました。
　つきましては、「四万十町人権尊重
のまちづくり条例（案）」を取りまとめ
ましたので、広く町民の皆さまからご
意見をいただきたく、以下の要領で意
見を募集します。

▼意見募集案件
『四万十町人権尊重のまちづくり条例
（案）』

▼意見募集期間
1 月 11 日（火）～ 2 月 1 日（火）

▼資料の閲覧方法
①本庁西庁舎１階閲覧所
②大正地域振興局１階閲覧所
③十和地域振興局１階閲覧所
④興津出張所閲覧所
⑤町ホームページによる閲覧
http://www.town.shimanto.lg.jp/

▼意見の提出方法
町のホームページにある意見投稿
フォームからご投稿いただくか、「意見
提出書」にご意見をご記入のうえ、次
のいずれかの方法でご提出ください。
①各閲覧所に設置しているご意見箱
（意見公募用）に投函。

　指定管理者制度は、町が設置した
公の施設について、民間事業所など
のノウハウを活用し、住民サービスの
向上を図るためのものです。

四万十町滞在型市民農園

▼指定期間
　令和４年４月１日～令和９年３月３１日

▼所在地：四万十町本堂７０７番地５２

▼提出書類
①申請書類　指定管理者指定申請

書および関係書類
②提出部数　正本１部、写し１部

▼提出期限
　１月２５日（火）17:１５必着
■提出・お問い合わせ先
　にぎわい創出課　

((

２２－３２８１

②郵送　〒786-8501
高知県高岡郡四万十町琴平町
16-17 四万十町役場 町民課 まで

③ FAX：0880-22-0361
④直接持参

本庁西庁舎１階　町民課までご持
参ください。

⑤電子メールの場合
　105000@town.shimanto.lg.jp

▼注意事項
①募集する意見は、この条例案に関

するものに限ります。
②個人情報を除き、ご提出されたご

意見はすべて公開される可能性が
ありますのでご了承ください。

③ご意見に付記された個人情報は、
適正に管理のうえ、本件に関する
業務以外では使用いたしません。

▼説明会の開催
意見公募に加え、広く町民の皆さまの
ご意見をお聞きするため、町内３カ所
で「四万十町人権尊重のまちづくり条
例（案）」の説明会を開催いたしますの
で、お気軽にご参加ください。
●１月２５日（火）18:00 ～
　大正地域振興局　２階　大会議室
●１月２６日（水）18:00 ～
　十和地域振興局　２階　ホール
●１月２７日（木）18:00 ～
　役場本庁東庁舎　１階　大ホール

■お問い合わせ先
 町民課

((

２２-3117　FAX ２２-0361

i 戦傷者・戦没者遺族
相談員のご紹介

　松葉川地区遺族会の、坂本功さん
が、戦没者遺族相談員・戦傷者相談
員に就任されました。任期は、令和 5
年 9 月 30 日までです。
　相談員は戦没者遺族の福祉の増進
を図る目的として設置されています。　　　　　　　　　　　　　　　　　

▼ご相談先　〒786-0082
　四万十町七里甲 1227
　坂本 功さん

((

０880-23-0148
■お問い合わせ先

健康福祉課　

((

２２-3115

i 農業経営基盤の強化の
促進について

農業経営基盤の強化の促進に関する
基本的な構想の変更について
　四万十町では農業経営基盤強化促
進法に基づき、担い手が目標とすべ
き農業経営の指標や農地利用集積な
どの目標値を定める基本構想を策定
しています。今回、農地利用集積円
滑化事業が農地中間管理事業へ統合
一体化されたことに併せて、経営指
標の見直しなどを行い、県の同意を
得て変更しました。
　なお、この基本構想については本
庁農林水産課および大正・十和各地
域振興局において縦覧できます。
■お問い合わせ先

農林水産課　

((

２２-3113
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Information

ii 過疎法による固定資産
税課税免除について

高知自動車道　通行止
め規制のお知らせ

　四万十町では、「過疎地域の持続的
発展の支援に関する特別措置法」お
よび「四万十町過疎地域の持続的発
展の支援に関する特別措置法の適用
に伴う固定資産税の特例に関する条
例」に基づき、下記の要件に該当す
る場合は固定資産税課税免除の適用
が受けられます。

▼対象となる事業
●製造業
●農林水産物など販売業
●旅館業（下宿営業を除きます）
●情報サービス業など

▼対象要件
●令和 3 年 12 月３１日までに設備

を新設または増設した方
●青色申告をしている方
●要件判定に係る取得価格の合計

が５００万円を超える事業用資産
（建物およびその附属設備・償
却資産）を新設または増設した方

中土佐 IC ～四万十町中央 IC 間
　対面２車線区間の正面衝突事故防
止のため、下記の区間・日時におい
て、防護柵工事（ワイヤーロープ設置）
を行います。工事期間中、近隣の皆
さまには作業時の騒音・振動などで
大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解、
ご協力のほどよろしくお願いします。

昼間通行止め区間
四万十町東 IC ～四万十町中央 IC 間

１月 17 日（月）～ 28 日（金）
9：00～16：00（土・日を除く）

夜間通行止め区間
中土佐 IC ～四万十町東 IC 間

１月 31 日（月）～２月 11 日（金）
朝 20：00 ～翌朝 6：00（日曜を除く）

▼お問い合わせ先
国土交通省　土佐国道事務所
高知国道維持出張所

((

０88-843-6603
株式会社アトム　

((

０88-633-1110

募 第 14 回四万十川桜マラソン
ボランティアサポーター募集

2022年３月27日（日）開催
　第 14 回四万十川桜マラソン大会
開催にあたり第 13 回大会（令和３年
３月 28 日開催）では、コロナ禍であ
りながら町民の皆さまのご協力により
開催することができました。ありがと
うございました。近隣の市町村や全
国的にもマラソン大会を中止する自治
体が多い中、唯一本大会が開催でき
た事で今後のマラソンの大会の先駆
けとなることを四万十町から全国へ発
信することができました。感謝申し上
げます。
　第13回大会を開催したことにより、
第14回大会では新型コロナウイルス
感染症対策のアプローチをより良く改
善し、一層安全・安心な大会運営をい
たします。この大会に携わっていただ
くボランティアの皆さまには、何かと
不自由、ご不便をおかけいたしますが、
ご協力とご容赦のほどお願い申し上
げます。また、新型コロナウイルス感
染症の感染状況により大会を「中止」す

る場合もございますのでご理解いただ
きますようお願い申し上げます。

ボランティアにおける
感染症対策とお願い

▼ボランティアの申込条件
①既に２回のワクチン接種を完了され

ている方、また大会日までに２回の
ワクチン接種が完了する方

②実行委員会が取組む新型コロナウ
イルス感染防止特別参加規約を遵
守し、ボランティア活動にご協力い
ただける方

③大会１週間前に体調管理チェック
シートで、健康状態を管理いただ
ける方

※説明会日にチェックシートを配布し
ます

④実行委員会が準備する感染防止対
策グッズを身に着けボランティア活
動にご協力いただける方

　申込後、次の症状がでたりそれ以外
でも体調に不安を感じた場合はボラン
ティア参加を取りやめてもかまいませ
んが、大会事務局（右記お問い合わせ
先）までご連絡ください。

①３７．５度以上の発熱がある方　
②強いだるさ（倦怠感）や息苦し

さがある方　
③味覚・嗅覚に違和感がある方
④いつもより、咳や痰、胸部不快

感、当日の体調に不安のある方
⑤同居家族や身近な知人に感染の

疑いがある方　
⑥３月１３日から大会当日までに新

型コロナウイルス感染症流行地
域から同居人が帰宅、または流
行地域に行かれた方と接触が
あった方

出場されるランナーの
皆さまへのお願い

　大会当日は、ワクチン接種証明書（２
回接種済）もしくは、３月 20 日から大
会当日までの期間に実施の PCR 検査
または PCR 検査キットによる陰性証明
書の提示をお願いします。
■提出・お問い合わせ先

四万十川桜マラソン大会実行委員会
事務局（NPO 法人くぼかわスポー
ツクラブ）　 ((

２4-1177

Information

（土地取得費は要件に含まれませ
ん。）

▼免除対象資産
●土地（直接事業の用に供する部分

のみ）
＊取得日の翌日から起算して１年以内

に、建物が着工された場合に限り
ます。

●家屋
●償却資産「機械および装置」に限

ります。（旅館業の用に供する資産
は除きます）

▼免除期間
固定資産税が課されることとなった年
度以降、３か年免除されます。　

▼申請期限
本年度の申請は１月３１日（月）までに
申請してください。

■お問い合わせ先
税務課　

((

２２-3116

　こんにちは！私はレベッカ・ニシダです。四万十町の新しい ALT です。アメリ
カのオレゴン州の出身です。2021 年 5 月に心理学の学位を取得して大学を卒
業しました。今回で日本は４回目ですが、高知県は初めてです。四国と四万十
町を探検するのが楽しみです。日本の食べ物が大好きで、おすしが一番好きで
す。ハイキングが好きなので、四万十町やその周辺でハイキングをしたいと思
います。編み物が好きで、編み物でリラックスしています。日本語を話したいので、
今日本語を勉強しています。がんばります。四万十町で学生に英語を教えるこ
とができてうれしいです。よろしくお願いします。

　皆さんこんにちは！はじめまして。マタイアス・リードと申します。四万十町
の新しい ALT です。出身はアメリカのミシガン州のデトロイトです。ミシガン
州の冬は寒く、よく雪が降るので、四万十町の冬は私にとっては暖かいと思い
ます。デトロイトでは、ウェインステート大学でアジア研究とアーバン研究を専
攻しました。日本語を話すのが上手ではないので、もっと日本語を勉強したい
と思います。私は絵を描くのが好きです。そして鉄道ファンです。四万十町の色々
な面白い電車を教えてください。四万十町の生活を楽しみにしています。よろ
しくお願いします。

　こんにちは、はじめまして。私はキャサリン・マザーズです。四万十町の新し
い ALT です。私はイギリス北部の大変雨の多いリーズという都市の出身です。
大学では語学を勉強しました。今は日本語の上達に向けて頑張っているところ
です。一生懸命に勉強しようと思っています。私は読書、写真撮影そして絵を
描くことが大好きです。また、地元料理を作ったり食べたりすることも大好きで、
イタリアンは特に好きな料理の一つですが、四万十町ではたくさんのレストラン
に行ってみたいと思います。四万十町での生活と四万十町の皆さんとお会いす
ることをとても楽しみにしています。どうぞよろしくお願いします。

　こんにちは！はじめまして。私はソフィ・フィッツコリンズと申します。四万十
町の新しい ALT の一人です！アメリカのミネソタ州から参りました。大学で日本
語を少し勉強しましたが、日本語がまだあまり上手じゃなくて、文法をよく間違
えるので、よろしくお願いします！もっともっと頑張ります！また、私は新しい所
を探検するのが好きなので、面白い所やきれいな景色が見える所のお勧めがあ
れば、いつでも教えてください！四万十町での生活を経験するのを楽しみにし
ています！これからよろしくお願いいたします！

A  L  T
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アンデパンダン展
（工芸の部）

楽しい絵本を届けよう！

2021 年度読書感想画・
読書郵便作品展

　アンデパンダンとは、本来「独立」
を意味するフランス語ですが、美術用
語としては「誰でも自由に出品できる
無審査かつ無賞の展覧会」を指します。

▼開催期間
　1 月 29 日（土）～ 3 月 11 日（金）

▼開催場所　四万十町立美術館

▼観覧料　無料

▼開館時間　10:00 ～ 17:30
　日曜は 16:30 まで

最終日は 16:00 までの開館

▼休館日
月曜日・祝日

■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　

((

２２-5000

子どもに絵本や読書の橋を架ける
連続講座　第 1 回

　絵本って楽しい！絵本大好き♪
   絵本との出会いや絵本の紹介もたく
さんあります♪

▼開催日時
　1 月 29 日（土）14:00 ～ 16:00

▼開催場所
　四万十町役場東庁舎　2 階
　町民活動支援室

▼講　師
石元　博子

（土佐市の読み聞かせボランティア）

▼対　象
読み聞かせを始めたい方、読み聞
かせをすでにしている方。
また、お父さんお母さんや地域の
方々など、どなたでも参加できます。

▼参加費　無料
事前申し込みが必要です。

■申し込み・お問い合わせ先
　四万十町立美術館

　本　　館　

((

２２-5000
　大正分館　

((

２7-1193

　美術館を飛び出して開催！小学生の
応募作品を学校地区により窪川・大正・
十和の 3 つの地区で展示します。

窪川地域

▼開催期間
　1 月 19 日（水）～ 2 月 7 日（月）

▼開催場所　役場東庁舎ロビー
大正・十和地域

▼開催期間
　1 月 19 日（水）～ 1 月 27 日（木）

▼開催場所
　四万十町立図書館大正分館

▼開催期間
　1 月 29 日（土）～ 2 月 7 日（月）

▼開催場所
　十和地域振興局
■お問い合わせ先
　四万十町立美術館　

((

２２-5000

i 「犬のしつけ方教室」
開催

　南海トラフ地震などの災害が発生し
たとき、愛犬と一緒に避難することが
できますか？ペットとともにスムーズな

「同行避難」をするためにも、専門家
による座学 &しつけ方の実技を学びま
せんか。

▼講師
公益社団法人高知県愛玩動物協会
斉藤喜美子 先生

▼開催日時
　1 月 23 日（日）13：30 ～ 15：30
（参加は無料です。定員があります
ので、お申し込みはお早めに！）

▼開催場所
高知ペットビジネス専門学校

（須崎市赤崎町４６）
■お問い合わせ先
　高知県須崎福祉保健所　衛生環境課
　

((

０889-42-1999

i 窪川高校
学習発表会のご案内

令和 3 年度「総合的な探究の時間」
などの学習発表会のご案内
　令和 3 年度「総合的な探究の時間」
などの学習発表会を次のとおり開催し
ます。
　窪川高校はこの 1 年間、授業や活動
において、四万十町、四万十町教育委
員会、保育所、小中学校、各事業所な
ど多くの方からご支援をいただき、生
徒の学びを深めてまいりました。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染
症の影響から、こうした取り組みを校
内で発表しましたが、日頃の感謝に応
えようと、本年度は感染症対策を行っ
たうえで、学習成果を発表できるよう
準備を進めてまいりました。
　検温や消毒などのご協力をお願いい
たしますが、ぜひ、多くの方にご覧い
ただければ幸いです。

▼開催日時
２月２日（水）　13:40 ～ 15:00

▼開催場所
窪川四万十会館

▼内容
●総合的な探究の学習

「地域調べ」「ソーシャルチェンジ」「進
路実現に向けて」
● 3 年地域課題研究

「街歩きカレンダー」「プロジェクト
マッピング」「フードバンク」「おやさ
いクレヨン」の発表

■お問い合わせ先
　高知県立窪川高等学校　

((

２2-1215

i 第 12 回　四万十町
人権教育研修会

　人権を学ぶ映画を上映します
　映画「心の傷を癒すということ」を
上映します。阪神・淡路大震災時、被
災者の“心のケア”のパイオニアとし
て奮闘しつづけた精神科医のヒューマ
ンドラマです。

▼開催日　1 月 22 日 ( 土 )　

▼上映時間
　14：00 ～ 16：00　( 開場 13：30)

▼入場料　無料　

▼申込　不要

▼開催場所　きらら大正
■お問い合わせ先
　生涯学習課　

((

２2-3576

i 四万十町 食の祭典

　四万十町が誇る食材「四万十ポーク」
と「生姜」をテーマにした食のイベント。
抽選で商品券が当たるシールラリーや
インスタグラムコンテストを開催しま
す。

▼開催期間
2 月 1 日（火）～ 3 月 31 日（木）

▼開催場所
四万十町内の飲食店（20 店舗参加）
四万十ポークや生姜が購入できる産
直市

■お問い合わせ先
　四万十町観光協会 　

((

２9-6004

「四万十ポーク」と「生姜」を楽しもう

募 野焼き体験
ボランティア募集

　希少植物を守るための大切な作業で
す。遠山の自然を守るため、ご協力よ
ろしくお願いします。当日、食事はご
用意します。

▼開催日時
２月２０日（日）
9：30 ～ 15：00 終了予定 
※小雨決行

▼開催場所
四万十町奈路（遠山奈路）
※場所が分からない場合はお問い合

わせください。
■お問い合わせ先
　四万十町観光協会 　

((

２9-6004

Event Information

ii 令和３年度子育て世帯
対象臨時特別給付金

国民年金保険料の免除期間・
納付猶予期間がある方へ

　新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化する中で、子どもたちを支援
し、その未来を拓く観点から、子育て
世帯へ臨時特別給付金を支給します。

▼支給対象者
平成１５年４月２日から令和４年３月
３１日までに生まれた児童を養育す
る父母など

▼支給要件
次の①および②および③に当ては
まる方
①平成１５年４月２日以降に生まれた

児童を養育する、年間所得が児
童手当 ( 本則支給 ) の制限内で
ある児童手当受給者で公務員の
方。

②平成１５年４月２日から平成１８年４
月１日生まれの児童のみを養育す
る、主たる家計の維持者で、年
間所得が児童手当 ( 本則支給 )
の制限内である方。

③令和３年９月以降に児童手当を新
たに認定請求した児童手当 ( 本則
支給 ) の制限内である児童手当
受給者。

※既に給付金を受けとった方は対象
外となります。

▼支給額
児童一人当たり　一律 10 万円

▼受付開始時期
令和４年１月中旬の受付開始を予定
しています。

■お問い合わせ先
　町民課　

((

２２-3117

　国民年金保険料の免除（全額免除・
一部免除・法定免除）、納付猶予、学
生納付特例の承認を受けられた期間
がある場合、保険料を全額納めた方
と比べ、老齢基礎年金（65 歳から受
けられる年金）の受け取り額が少なく
なります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額
するために、免除などの承認を受け
た期間の保険料については、10 年以
内であれば遡って納める（追納）こと
ができます。
　ただし、免除などの承認を受けられ
た期間の翌年度から起算して 3 年度
目以降の追納の場合、当時の保険料
額に一定の加算額が上乗せされます。
追納は、古い月のものから納付するこ
ととなりますが、次の点にご注意くだ
さい。
◎一部免除を受けた期間は、納付す

べき保険料が納付されていなけれ
ば追納はできません。

◎「法定免除・申請免除期間」が「納
付猶予・学生納付特例期間」より
先に経過した月分である場合は、ど
ちらを優先して納めるか本人が選択
できます。

　詳しくは「ねんきん加入者ダイヤル」
（0570-003-004）またはお近くの
年金事務所へお問い合わせください。　
■お問い合わせ先
　高知西年金事務所

　

((

０88-875-1717

Event
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Topics & Report Topics & Report

共励会で牛枝肉の最高賞受賞
堅 田 雅 仁 さ ん（ 与 津 地 ） が 最 高 賞

共進会で豚枝肉の最高賞受賞
四 国 DF が 農 林 水 産 大 臣 賞

ス 発 電 機 2 台 寄 贈
避 難 所 の 停 電 対 策 の 強 化 に県 県 ガ

　11 月 15 日、高知市にて第 3 回 JA 高知県肉枝牛共
励会が開催されました。この共励会は高知県内の和牛
肥育農家の技術確立と枝肉の資質向上を目的に開催さ
れています。今回は県内全域より出品された全 23 頭の
中から、「黒毛和種」の部で町内の堅田 雅仁さん（与津
地）が最高賞である最優秀賞を受賞され、同じく町内
の有限会社鈴木様も優秀賞を受賞されました。

　10 月 28 日～ 30 日、四万十市にて第 20 回高知県
豚枝肉共進会が開催されました。この共進会は肉豚の
肥育技術の確立と枝肉の肉質向上を目的に開催されて
おり、県内全域で 120 頭の出品の中から、町内の農事
組合法人四国デュロックファーム様が最優秀賞、農事
組合法人平野共同畜産様が優秀賞を受賞されました。
また、今年度のグランドチャンピオンには農事組合法
人四国デュロックファーム様が選ばれ、見事農林水産
大臣賞を受賞しました。

　株式会社大塚商会様より大規模災害時の停電対策用
としてガス発電機 2 台が寄贈されました。今回の寄贈
は、株式会社大塚商会の創業 60 周年記念事業によるも
ので、12 月 9 日には「目録贈呈式」が行われ、中尾町
長や大塚商会齋藤廣伸取締役兼専務執行役員らが出席
し、中尾町長に目録が手渡しされました。この発電機は、
災害時に強いといわれる LP ガス式となっており、停電
を自動で検知し、起動するもので、72 時間以上の連続
運転が可能となっていることから、長期化する災害時
の活用にも期待できます。この発電機 2 台は、避難所
の停電対策の強化を図るため、2 次避難所に指定されて
いる農村環境改善センターと B&G 海洋センターに既に
設置されています。

和ふるさとまつり3年ぶりに開催！
名物「伊勢エビ汁」などが振舞われる

知県産業技術功労表彰受賞
十 和 地 域 の お 茶 の 発 展 に 尽 力

クトーバーラン＆ウォーク２０２１
四 万 十 町 は「 全 国 第 ３ 位 」 に 健 闘

志

高

オ
　12 月 5 日、志和漁港周辺で志和ふるさとまつりが開
催されました。この祭りは、志和地区の新鮮な魚介類や
農産物を味わっていただき、地域の活性化につなげよう
と、志和ならではのお祭りとして定着しています。新型
コロナウイルス感染拡大防止のため 3 年ぶりの開催と
なった今回は、感染対策を十分に行ったうえで開催され、
当日は、早朝から多くの方が訪れてにぎわっていました。
毎年人気の伊勢エビ汁やすり身入り天ぷらをはじめ、新
鮮な魚介類コーナーでも伊勢エビは人気が高く、家庭
用に、贈答用にと次々と購入していました。その他にも、
定番の魚介類のバーベキューを楽しむ家族連れや、おな
じみのお楽しみくじ入り餅投げなど、住民が一丸となっ
て取り組む志和ならではのお祭りは、盛況のうちに幕を
閉じました。

　この度、岡峯 久雄さん（広瀬 66 歳）が、お茶の生
産の発展によって県内の産業に多大な貢献を果たされた
として、高知県産業技術功労表彰を受賞されました。岡
峯さんは、昭和 51 年、旧十川農協第二製茶工場設立
時より平成 26 年３月までの長きにわたり、工場長として
お茶の栽培管理や加工技術の発展などに尽力されまし
た。広井茶生産組合、四万十ドラマなどの役員も務め
られ、商品開発にも積極的に関わるなど、十和地域の
お茶の生産や製品茶販売額の向上への多大な功績が認
められ、今回の受賞となりました。

　「オクトーバー・ラン＆ウォーク 2021」は、10 月の
１か月間、参加者の「ランニング」の走行距離、「ウォー
キング」の歩数をスマートフォンアプリで集計し、個人、
自治体によるランキングを日々更新する全国総参加型
のバーチャルスポーツイベントです。本イベントで、
四万十町は「ランニングの部　平均距離ランキング部
門　２万人未満クラス」において「全国第３位」とな
りました。（本クラスの参加自治体数 81）ご参加いた
だいた町民の皆さま、あり
がとうございました。今後
は、四万十川桜マラソンや
ウルトラマラソンの開催も
予定されていますので、そ
ちらへの参加もよろしくお
願いします。

▶

表彰を受ける岡峯　久雄さん（左）

訂正とお詫び
　12 月号の「ご寄附をいただきました！」の記事の中で、宗崎幸子さんのお住まいが「四万十町本町」となっていましたが、正しくは「四万十町琴平町」です。
訂正してお詫びいたします。

和３年度 四万十町バトミントン大会
四 万 十 町 か ら は ５ 名 が 参 加令

　11 月 21 日に、四万十町Ｂ＆Ｇ海洋センターで四万十
町バトミントン大会を開催しました。新型コロナウイル
ス感染症拡大防止として令和２年度が延期になり、２年
ぶりの開催となります。当日は感染症対策を行いながら、
各グループに分かれて試合を行いました。四万十町から
は５名が参加、１・２部は Art　speed（吉村・町外ペア）
が第３位、窪川蒲公英（土居・川村ペア）が６位、４部
は十和バドミントンクラブ（塙・大橋ペア）が５位の結果
となりました。

●第１・２部
　優勝　山本・西村ペア（へなちょこバドミントンクラブ）
●第３部
　優勝　山﨑・岩﨑ペア（須崎市）
●第４部
　優勝　徳久・別府ペア（へなちょこバドミントンクラブ）

結　果
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今
月
の

Topics & Report

　
す
ば
ら
し
い
の
一
言
！ 

　

土
讃
線
を
走
る
観
光
列
車
「
時
代

（
ト
キ
）
の
夜
明
け
の
も
の
が
た
り
」

の
折
り
返
し
駅
と
な
っ
て
い
る
窪
川

駅
。
下
り
列
車
が
入
線
し
て
く
る
の

が14:40

。
折
り
返
し
で
高
知
方
面

に
向
か
っ
て
発
車
す
る
の
が15:13

（
２
０
２
１
・
12
月
現
在
）。
田
村
さ
ん

は
、
こ
の
入
線
か
ら
発
車
ま
で
の
間
、

駅
ホ
ー
ム
の
東
側
で
乗
客
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
、
案
山
子

を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
秀
逸
な
の
が

安
来
節
。
そ
う
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
！！

　

ま
ず
、
案
山
子
に
つ
い
て
。
田
村
さ

ん
が
案
山
子
を
作
り
始
め
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
平
成
15
年
頃
の
こ
と
。
歌

謡
ク
ラ
ブ
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
か
け

る
奥
様
の
送
迎
を
し
て
い
た
田
村
さ
ん
。

「
送
っ
て
行
っ
た
は
良
い
が
、
終
わ
る
ま

で
が
退
屈
。
そ
の
間
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
も
の
か
」
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
頃
、
テ
レ
ビ
で
案
山
子
作
り

を
楽
し
ん
で
い
る
方
を
見
た
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
だ
！
」
と
思
っ
た
田
村
さ
ん
は
、

視
聴
中
に
覚
え
て
い
た
徳
島
県
の
集
落

に
出
か
け
て
、
そ
の
方
を
探
し
当
て
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
は
快
く
作
り

方
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
こ
れ

だ
け
で
も
す
ご
い
行
動
力
で
す
が
、
こ

れ
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

　
田
村
さ
ん
は
、
案
山
子
作
り
だ
け
で

な
く
、
作
っ
た
案
山
子
と
踊
る
芸
を
始

め
ま
し
た
。
奥
様
が
参
加
さ
れ
る
カ
ラ

オ
ケ
大
会
な
ど
で
披
露
し
て
い
る
う
ち

に
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
声
が
か
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
も
う
ひ
と
つ

芸
が
要
る
！
」
そ
う
感
じ
て
い
た
頃
に

出
会
っ
た
の
が
ど
じ
ょ
う
す
く
い
。

　
こ
の
ど
じ
ょ
う
す
く
い
、
こ
れ
ま
た

テ
レ
ビ
で
、
本
場・島
根
県
に
あ
る
「
ど

じ
ょ
う
す
く
い
道
場
」
の
様
子
を
見
て

感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
田
村
さ
ん

は
早
速
、
映
像
で
流
れ
た
「
先
生
」
の

連
絡
先
を
調
べ
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊

り
の
ビ
デ
オ
」
を
送
っ
て
も
ら
い
、
日

夜
そ
れ
を
見
な
が
ら
猛
練
習
。
そ
し
て

と
う
と
う
島
根
県
に
い
る
先
生
の
も

と
を
訪
ね
、
練
習
の
成
果
を
見
て
も
ら

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
先
生
は
「
す
ば

ら
し
い
！
教
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
！
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
こ
の
「
二
つ
の
芸
」
で
、
観
光
列
車

の
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
あ
げ
た
い

と
考
え
た
田
村
さ
ん
は
、
今
年
の
10
月

か
ら
、
駅
ホ
ー
ム
の
東
側
で
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
始
め
ら
れ
た
と
い
う
わ
け
で

す
。「
せ
っ
か
く
窪
川
ま
で
来
て
く
れ

た
方
た
ち
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
し
、
歓
迎
し
た
い
」

　
御
年
88
歳
。
ど
じ
ょ
う
す
く
い
の
姿

勢
は
か
な
り
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
。
ス
ク

ワ
ッ
ト
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か

さ
な
い
毎
日
と
い
い
ま
す
。

　
す
ば
ら
し
い
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
！！

▲ 田村さんの力作たちが、
　 観光列車のお客さんを待っています。

ち
ょっ
と
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
し
、

歓
迎
し
た
い

田
た む ら

村  梅
う め い ち

一 さん

58回 高南台地総合美術展覧会
受 賞 お め で と う ご ざ い ま す第

　11 月 12 日から 18 日まで、第 58 回高南台地総合
美術展覧会が開催されました。開催期間中は、650 名
を超える来場者にご覧いただき、また、出展者数 99 名、
作品数 139 点と盛大な展覧会となりました。受賞者は
右のとおりです。（敬称略）

▶

受賞された皆さん

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
、「
寅
」
と
な
って
お
り
ま
す
。
寅
は
、「
動

く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
植
物
の
例
え
と
し
て
草
木
が

初
め
て
地
上
に
生
ず
る
状
態
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
芽
が
出
た
も
の
が
成
長
し
て
い
く
年
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
物
事
の
象
徴
が

生
ま
れ
始
ま
る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
ご
挨
拶
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、昨
年
の
「
丑
年
」
は
、発
芽
直
前
の
曲
が
っ

た
芽
が
種
子
の
硬
い
殻
を
破
ろ
う
と
し
て
い
る
状
態
で
、
命
の
息
吹
を
表
し
て
い
る
と
言

わ
れ
、
今
に
も
は
ち
切
れ
そ
う
な
く
ら
い
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
満
し
て
い
る
状
態
で

あ
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
改
め
て
植
物
に
例
え
る
と
、一昨
年
の
「
子
年
」
は
種
子
が
膨
ら
み
始
め
る
年
で
あ
り
、

昨
年
の
「
丑
年
」
は
そ
の
種
子
が
いっ
ぱ
い
に
膨
ら
み
、
今
年
「
寅
年
」
は
芽
を
吹
き

成
長
し
て
い
く
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
約
二
年
間
、
コ
ロ
ナ
渦
の
中
で
、
生
活
に
、
事
業
活
動
に
、
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
年
は
寅
年
に
あ
や
か
り
、
あ
ち
こ
ち
に
息
吹
い
て
い
る
好
循
環
な
ま
ち
づ

く
り
の
流
れ
を
拡
大
さ
せ
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の一層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

四
万
十
町
長
　
中
尾
　
博
憲

　
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
国
内
で
も
感
染

力
の
強
い
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
拡
大
で
、
医
療
現
場
や
宿
泊
療
養
施
設
が
ひ
っ
迫
し
、

自
宅
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
末
に
か
け
て
、
感
染
状
況
の一定
の
収
束
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

た
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
も
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
は
変
わって
お
り
ま
せ
ん
。

　
四
万
十
町
議
会
も
、一層
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
指
摘
な
ど
を
伺
い
、
執
行
部
に
届
け
て
参
り
ま
し
た
。

重
要
な
継
続
案
件
で
あ
り
ま
す
「
文
化
的
施
設
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議

論
を
重
ね
、
現
在
は
施
設
の
実
施
設
計
と
、
文
化
的
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
策
定
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
事
業
の
進
捗
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
執
行
部
と
議
会
が
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
が
首
長
と
対
等
の
議
決

機
関
と
し
て
そ
の
執
行
を
監
視
し
、
ま
た
積
極
的
な
政
策
提
案
を
通
じ
、
二
元
代
表
制

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
か
ら
、
第
３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
感
染
防
止
対
策
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、
新
し
い
年
を
健
康
で

健
や
か
に
過
ご
せ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

四
万
十
町
議
会
議
長
　
味
元
　
和
義

特 選 青木　 健真
特 選 山川　 陽子
褒 状 門谷　 京子
褒 状 竹村　 君子
奨励賞 西村　 洋一
奨励賞 杉本　 小恵
新人賞 竹村 百合子
新人賞 大串　 妙子

特　選 土居　 　聡
特　選 林　　 正臣
褒　状 伊与田 美紀
褒　状 湯浅　 文彦
奨励賞 宮地　 由美
奨励賞 吉村　 庸子
新人賞 林　　 満子
新人賞 中平　 浩太

特 選 堀内　 仁峰
特 選 中城　 康華
褒 状 今井　 真理
褒 状 中屋　 松雲
褒 状 廣田　 紅雲
奨励賞 笠原　 多嘉
奨励賞 荒木　 翠谷
奨励賞 長山　 隆行
新人賞 横田　 仁実

特 選 吉田　道夫
特 選 武田　悦子
褒 状 鬼頭　俊英
褒 状 新谷　宗義
褒 状 武市　美和
奨励賞 沖　英輔
奨励賞 南部　多鶴子
奨励賞 吉村　純三
新人賞 中平　文江
新人賞 佐竹　強

絵画の部

書道の部

写真の部

工芸の部

新年のごあいさつ
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

R439

R381

土佐
大正

至高知市

至 黒潮町

十川

R56

窪川

木
屋
ヶ
内

こ

　
や

　
が

　う
ち

（11月30日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,696 ー 9 男 3 13 13 12
女 8,435 ー 11 女 3 10 11 15
計 16,131 ー 20 計 6 23 24 27

世帯数 8,249 ー 6 （11月中の届出）

窪川地域 11,445人　大正地域 2,245人　十和地域 2,441人

適正値（mg/ｌ） 12月2日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 測定範囲以下

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 測定範囲以下

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.2
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部

道
３
８
１
号
と
４
３
９
号
の
分
岐

点
・
大
正
新
橋
か
ら
檮
原
川
に
沿
っ

て
北
へ
４
km
行
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
が
木
屋
ヶ

内
。
現
在
の
国
道
は
、
さ
ら
に
東
へ
蛇
行
す

る
檮
原
川
沿
い
を
行
く
の
だ
が
、
今
、
川

向
こ
う
に
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

工
事
中
の
ト
ン
ネ
ル
を
左
手
に
見
な
が

ら
、
現
在
の
国
道
を
東
へ
行
く
と
、
す
ぐ
に

中
之
島
公
園
の
岩
場
が
現
れ
る
。
さ
ら
に
進

み
、
今
度
は
北
西
へ
と
大
き
く
曲
が
っ
て
い

く
。
右
手
の
山
沿
い
に
木
屋
ヶ
内
の
集
落
が

あ
る
。

　

実
は
、
木
屋
ヶ
内
地
区
は
こ
こ
だ
け
で
は

な
い
。
木
屋
ヶ
内
に
は
「
赤
岩
（
あ
か
い
わ
）」

と
「
古
宿
（
ふ
る
し
ゅ
く
）」
と
い
う
集
落

が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
集
落
は
、
木
屋
ヶ
内

集
落
の
背
後
（
東
側
）
に
連
な
る
山
（
黒

岩
山
・
後
山
）
の
向
こ
う
側
に
あ
り
、
中
津

川
沿
い
で
あ
る
。
木
屋
ヶ
内
集
落
と
赤
岩
、

古
宿
集
落
と
の
互
い
の
行
き
来
に
つ
い
て
聞

い
た
。「
昔
は
片
道
30
分
の
道
の
り
を
山
を

越
え
て
行
き
来
し
よ
っ
た
け
ん
ど
、
今
は
さ

す
が
に
大
奈
路
経
由
や
ね
〜
」。

　

木
屋
ヶ
内
と
い
う
地
名
は
「
小
さ
な
谷
川

の
あ
る
と
こ
ろ
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。

中
世
の
記
録
に
は
「
小
屋
河
内
村
」
と
あ
り
、

木
屋
ヶ
内
と
い
う
表
記
に
な
っ
た
の
は
近
代

に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、木
屋
ヶ
内
集
落
の
国
道
沿
い
に
「
木

屋
ヶ
内
遺
跡
」
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ

の
少
し
上
方
で
遺
跡
は
発
見
さ
れ
た
。
圃

場
整
備
中
に
石
斧
（
せ
き
ふ
）
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
調
査
が
始
ま
り
、

数
千
点
に
及
ぶ
縄
文
石
器
片
や
土
器
片
な

ど
が
発
掘
さ
れ
た
。
中
で
も
興
味
深
い
の
は
、

そ
れ
ら
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
た
地
層
で
、
こ
れ

は
約
６
３
０
０
年
前
の
種
子
島
沖
火
山
の

大
噴
火
に
よ
る
火
山
灰
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。
噴
火
の
凄
ま
じ
さ
は
、
遠
く

東
北
南
部
に
ま
で
、
こ
の
火
山
灰
の
層
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
噴
火
に
よ
る
壊
滅
的
被
害
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
南
九
州
縄
文
人
の
一
部
が
黒
潮
本
流

に
乗
っ
て
木
屋
ヶ
内
に
た
ど
り
着
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
。
和
歌
山
県
紀

ノ
川
流
域
、
東
京
都
八
丈
島
な
ど
の
黒
潮

本
流
流
域
に
、
同
時
代
の
、
し
か
も
同
じ

形
状
の
石
斧
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
、
こ
の
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
木
屋
ヶ
内
遺
跡
が
四
万
十
町
を

代
表
す
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　

こ
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
場
所
の
す
ぐ
隣

に
は
、
地
区
の
産
土
神
で
あ
る
河
内
神
社
が

あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
今
か
ら
２
０
０
年
以

上
前
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
名
残
と
し
て
、
数

十
年
前
に
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
椎
の

木
の
切
り
株
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
地
区
の
人

の
話
で
は
「
集
落
の
下
の
方
に
あ
る
と
下
水

の
類
が
流
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
」
と
い

う
理
由
で
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
の
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
来
月
に
続
く
）

国

木屋ヶ内遺跡の石碑


